
    

 

安高啓明研究室×附属図書館連携企画Ⅵ 

解説シート 

 

  

現在大規模災害が多発しているように、

江戸時代の人々も飢饉や地震などに悩ま

されていました。思いもしなかった災害

に当時の人々はどう向き合ったのでしょ

うか。本展示では、安政の大地震や天保の

大飢饉などの江戸時代の大規模災害の様

子と、災害に直面した人々の対応を紹介

していきます。 

 
 



 

 

 

 

ごあいさつ 

 

 前近代社会、治水や防災事業が不十分ななか、多くの天災に見舞われる。地震や台風、飢饉と

いった自然災害に対して現実的対応とともに、畏怖から呪術的に解決しようとする動きがあっ

た。試行錯誤を重ねながらも、被害状況などをつぶさに記録し、後世に残すべき教訓として伝え

ていった者もいた。そこには、繰り返される天変地異への警鐘というべき人類の知恵が集約され

ている。 

 今回の展示では、江戸時代の災害として著名な安政地震と三大飢饉を取り上げる。安政地震

は、1854（安政元）年に東海地方で発生したことをきっかけに、その翌年には、江戸で直下型地

震が起こり、未曾有の被害を出した（安政江戸地震）。それ以降も列島各地で頻発した地震に多

くの人々は不安な状況に陥った。 

そして、享保 17（1732）年の享保飢饉、天明３（1783）年から起こった天明飢饉、天保７

（1836）年に起こった天保飢饉は、冷害や長雨、虫害等によって農産物に多大な被害を及ぼした

（江戸三大飢饉）。米価高騰も相まって、多くの餓死者が出るなど、凄惨な状態が続いた。こう

した過去の記録からは、逼迫した状況が伝わってくるとともに、乗り越えた先人たちの英知を知

ることができる。 

 平成 28（2016）年 4 月 14 日、同月 16 日に発生した熊本地震によって、いつ見舞われるかわか

らない災害に対峙していかなくてはならない気持ちを多くの人がもっただろう。かつての災害の

史実を認識しておくことは、防災意識を醸成するうえでも肝要であり、それを伝えることは歴史

学の果たすべき役割である。一人でも多くの見学者にこうした教訓を提示できれば幸いである。 

 本企画展は、船の科学館・日本財団の海の学び調査・研究サポート「長崎・熊本両県における

自然災害（地震・噴火・津波）に関する総合調査 ―寛政４年「島原大変肥後迷惑」の文献・慰

霊碑を中心に―」（研究代表：安高啓明）の助成をうけて実施することができた。日本史研究室

に所属し、将来、学芸員への就業を希望する大学院生・学部生も、調査から展示に至るまで参加

し、実践教育の機会として参加した。本事業にご協力いただいた関係各位に衷心よりお礼申し上

げる。 

 

     平成 30 年 11 月 16 日 

熊本大学大学院人文社会科学研究部 

准教授 安高啓明 

 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『地震類焼場所明細書之写并御堂筋近郷聞書』 
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作成：不明 年代：江戸時代 所蔵：安高啓明研究室 

安政 2(1855)年の地震によって起こった火災の記録です。千住

から深川にわたる広範囲において火災が発生していたこと

がわかります。『江戸地震出火場所附』の絵の中で火煙が上が

っているところと一致しています。それぞれの場所での火事

の状況や寺院・家屋などの倒壊の様子といった被害状況が詳

細に記されています。 

 



作成：不明 年代：江戸時代末期～明治時代
所蔵：安高啓明研究室

『江戸大地震出火場所附』

安政の大地震に伴う火災は、江戸の広範囲を襲いました。
この絵図は、出火場所のみならず、焼失の程度や怪我人の多
さを各地区ごとに詳しく記します。当時の江戸には、地方各
地から多くの人々が働きに出てきていました。地元に残した
親類縁者に、江戸の被災状況を知らせることを目的として、
この絵図を作成したそうです。



《現在の航空写真》

･･･『地震類焼場所明細書之写』掲載地名
･･･『江戸大地震出火場所附』掲載地名

浅草寺から芝公園までは約８㎞。火災が広範囲に及んでいたことが分かります。

航空写真提供：Google Earth

現在の地図と
見比べてみよ！



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『安政見聞誌中巻』 

安政地震による人々や建物の被害状況、および発生直

後の様子について、絵図や証言を基に記されていま

す。江戸を襲った揺れは多くの家屋を潰し、そこから

燃え広がった火によって、吉原の町は残ることなく焼

失しました。たくさんの人々が集まる遊郭で生き延び

たものはわずかに過ぎず、焼死者は「六百三十余人」

に達したそうです。この絵図は、倒壊した建物の下敷

きになった人々を描くことで、二次被害の恐ろしさを

伝えています。 

 

作者：不明 年代：江戸時代 所蔵：安高啓明研究室 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『凶荒図録』 

編集・出版人：小田切春江 画図：木村金秋 年代：明治 18 年(1885)５月 所蔵：安高啓明研究室                                                                       
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享保・天明・天保の三大飢饉について、諸国における被害の逸話と飢饉への対策を

紹介した書物です。ここでは、天保７年(1836)の大飢饉の経験者である古橋輝皃が

周囲の人々を集め、自身の体験と飢饉対策の重要性を説く姿が取り上げられてい

ます。甚大な災害に瀕した後には、それらの記憶を後世に伝え防災を心がける努力

がなされていました。 

 



 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

研究代表：安高 啓明（熊本大学大学院准教授） 

   作成：長屋 佳歩（熊本大学大学院） 

山下 葵 （熊本大学） 

川端 駆  （熊本大学） 

船の科学館平成 29年度 PROGRAM３「海の学び調査・研究サポート」採択事業 

長崎・熊本両県における自然災害（地震・噴火・津波）に関する総合調査 

―寛政４年「島原大変肥後迷惑」の文献・慰霊碑を中心に― 


